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藤本健四郎 ･金沢 文子 (東北大)
n-3系高度不飽和脂肪酸であるドコサ-キサ
エソ酸 (DHA)は生体膜の主要成分であり,脳 ･
神経系には特に多く存在する｡DHAは海産物か
ら摂取できるが.欧米型の食生活では植物油脂中
のリノレン酸がその供給源であり体内でDHAに
生合成される｡DHA合成能が加令によって変化
すること,脳 ･神経系の発達が著しい幼君期には
DHA供給が不可欠であることが示攻されている
が,本実験ではカニクイザルをモデルとして検討
を試みた｡
胎仔120日,新生仔,成軟のカニクイザルの肝
描,脳からミクロソームを開封し,標識脂肪酸
(1)ノレン酸またはエイコサペソクエン酸)と補酵
素規を含む窃衝液中で反応させ,反応生成物を抽
出し,HPLCで分画分取した後,液体シチレソー
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